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　２
月
　
日
、
県
立
八
鹿
高
等
学
校
大
屋
校
（
川
上
教
朗
校
長
）
で
、
最
後
の
卒

２７

業
式
と
閉
校
記
念
式
典
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
閉
校
記
念
式
典
に
は
新
卒
業
生
　
名
を
は
じ
め
約
２
０
０
名
の
関
係
者
が
参

１５

加
し
、
地
域
と
と
も
に
歩
ん
で
き
た
同
校
の
閉
校
を
惜
し
み
ま
し
た
。

　
ま
ず
川
上
校
長
が
学
校
を
支
え
た
地
域
の
方
々
の
熱
意
を
讃
え
る
式
辞
を
読

み
上
げ
、
県
教
育
委
員
会
か
ら
溝
口
繁
美
教
育
次
長
が
大
屋
校
の
発
展
の
た
め

に
尽
力
さ
れ
た
方
々
へ
の
感
謝
を
表
す
あ
い
さ
つ
を
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

　
さ
ら
に
、
藤
田
孝
夫
県
議
会
議
員
、

広
瀬
市
長
に
よ
る
来
賓
挨
拶
、
大
屋
分

校
同
窓
会
長
の
挨
拶
の
後
、
新
卒
業
生

が
同
校
の
沿
革
を
紹
介
す
る
プ
レ
ゼ

ン
テ
ー
シ
ョ
ン
が
行
わ
れ
、
最
後
は
、

県
立
八
鹿
高
等
学
校
校
歌
、
大
屋
分
校

歌
を
出
席
者
全
員
で
斉
唱
し
、
式
典
が

締
め
く
く
ら
れ
ま
し
た
。

地
域
と
と
も
に
歩
ん
で
　
年
６１

県
立
八
鹿
高
等
学
校
大
屋
校
閉
校
記
念
式
典

　
２
月
　
日
、
冬
場
の
体
力
づ
く
り
と
交
流
を
目
的
と
し
た
第
４
回
養
父
市
小

１４

学
生
卓
球
大
会
が
養
父
体
育
館
で
開
催
さ
れ
、　

人
が
出
場
し
ま
し
た
。

９２

　
同
大
会
は
学
年
別
、
男
女
別
に
分
か
れ
、
予
選
リ
ー
グ
と
決
勝
ト
ー
ナ
メ
ン

ト
で
順
位
を
競
う
も
の
で
、
養
父
中
学
校
卓
球
部
、
養
父
市
卓
球
協
会
、
養
父

卓
球
大
会
で
熱
戦
を
繰
り
広
げ
る

市
体
育
指
導
委
員
の
皆
さ
ん
の
協
力

を
い
た
だ
き
実
施
し
ま
し
た
。

　
各
選
手
は
、
応
援
に
か
け
つ
け
た

保
護
者
の
声
援
を
受
け
な
が
ら
、
日

ご
ろ
の
練
習
の
成
果
を
発
揮
し
て
熱

戦
を
繰
り
広
げ
ま
し
た
。

　
大
会
結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。

（
各
１
位
の
み
掲
載
、
敬
称
略
）

６
年
男
子
／
田
村
拳
也（
浅
野
小
）

６
年
女
子
／
前
田
彩
花（
八
鹿
小
）

５
年
男
子
／
橋
本
和
真（
浅
野
小
）

５
年
女
子
／
小
西
萌
子（
広
谷
小
）

４
年
男
子
／
小
井
塚
誠
人（
小
佐
小
）

４
年
女
子
／
藤
原
彩（
伊
佐
小
）

熱戦を繰り広げる選手たち

県立八鹿高校大屋校閉校式典

受賞した上垣美由紀さん

　県内で農産物の生産、加工などに先導的な役割を果た

した活動を評価する「平成２１年度ひょうごの農とくらし

研究活動コンクール」で上垣美由紀さん（大屋町蔵垣）

が兵庫県知事賞を受賞されました。

　上垣さんは、ご主人の康成さんと「わはは牧場」で繁

殖和牛や、アイガモ農法の米作り、アイガモの処理場の

経営などを行うとともに「七つぶの種」の代表も務めら

れています。

　受賞の感想を「これまで取り組んできたことが評価さ

れ大変うれしです。人間は生き物の命をいただいて生き

ているということを子どもたちに伝えられるようがんば

りたい。」と話されました。　

上垣美由紀さんが「兵庫県知事賞」を受賞
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井戸知事らと意見交換を行う参加者

自
作
ロ
ボ
ッ
ト
の
動
き
に
一
喜
一
憂

　
３
月
７
日
、
子
ど
も
達
が
作
っ
た
自
立
型
ロ
ボ
ッ
ト
に
よ
る
サ
ッ
カ
ー

競
技「
ロ
ボ
カ
ッ
プ
ジ
ュ
ニ
ア
２
０
１
０
北
近
畿
ノ
ー
ド
大
会
　
養
父
市
」

IN

が
養
父
体
育
館
で
行
わ
れ
、
市
内
外
か
ら
　
チ
ー
ム
　
人
が
出
場
し
ま
し

１６

３０

た
。

　
同
大
会
は
、
子
ど
も
達
に
も
の
づ
く
り
の
喜
び
と
科
学
技
術
へ
の
興
味

を
持
っ
て
も
ら
う
こ
と
を
目
的
に
行
わ
れ
て
い
る
も
の
で
す
。

　
公
民
館
講
座
な
ど
で
ロ
ボ
ッ
ト
の
制
作
方
法
や
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
を
学

ん
で
き
た
子
ど
も
達
は
、
自
作
ロ
ボ
ッ
ト
の
動
き
に
一
喜
一
憂
し
な
が
ら

対
戦
を
見
守
り
ま
し
た
。

　
熱
戦
の
結
果
、
植
田
祐
未
さ
ん
（
八
鹿
小
）
と
玉
島
野
乃
夏
さ
ん
（
豊

岡
市
五
荘
小
）
の
チ
ー
ム
「
ト
リ
ッ
ク
」
が
３
位
に
入
賞
し
ま
し
た
。

　
参
画
と
協
働
の
県
政
を
進
め
る
た
め
、
井
戸
敏
三
県
知
事
が
、
地

域
づ
く
り
活
動
を
行
っ
て
い
る
グ
ル
ー
プ
と
意
見
交
換
を
行
う
「
但

馬
さ
わ
や
か
ト
ー
ク
」
が
２
月
　
日
、
大
屋
町
大
杉
の
分
散
ギ
ャ
ラ

２１

リ
ー
「
い
ろ
り
」
で
囲
炉
裏
を
囲
ん
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
日
は
、同
町
で
活
動
さ
れ
て
い
る
芸
術
家
と
、「
鉱
石
の
道
」明

延
実
行
委
員
会
の
メ
ン
バ
ー
な
ど
　
人
が
参
加
し
、
井
戸
知
事
や
藤

１０

田
県
議
、
県
民
局
長
、
広
瀬
市
長
ら
に
自
己
紹
介
を
兼
ね
て
活
動
の

内
容
や
、
今
後
の
夢
な
ど
を
話
し
ま
し
た
。

　
意
見
交
換
が
終
わ
っ
た
あ
と
、
知
事
ら
と
参
加
者
は
、
木
彫
展
示

館
な
ど
の
見
学
を
行
い
、
和
や
か
な
雰
囲
気
で
芸
術
に
触
れ
て
い
ま

し
た
。

知
事
が
地
域
づ
く
り
グ
ル
ー
プ
と
意
見
交
換

自作ロボットを配置して競技開始を待つ選手

 保育所に通う保護者の皆さん保育所に通う保護者の皆さんへへ
「多子世帯負担軽減事業」のお知らせ

 　子育て家庭の経済的負担を軽減し、子どもを生み育てやすい環境づくりを推進するため、保育所に在籍

しているお子さんのいる多子世帯に対し、保育料の一部を助成することになりました。

猿対象世帯

　１８歳未満（平成２１年４月１日現在）のお子さんが

３人以上の世帯で、３人目以降のお子さんが保育所

に通っている世帯

猿所得制限

　世帯の所得税額が４０，０００円未満の世帯（保育料

徴収基準額第４階層以下の世帯）で、３歳未満児で

月額２７，０００円以下、３歳以上児で月額２４，５００円以

下の保育料の世帯

猿助成金額

月額６，０００円を超える保育料に対して…

　（１）３歳未満児では月額４，５００円を限度

　（２）３歳以上児では月額３，０００円を限度

猿申請

　該当する世帯には保育所を通じて申請書をお届

けします。

　３月中に申請書が届かないときは、市役所福祉課

へお問い合わせください。

【お問い合わせ】市役所福祉課（緯６６２崖３１６２）


